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［依頼講演］水中移動時のドップラー耐性と初期同期を強化した 
水中 OFDM通信システム 
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あらまし  本技術報告は、依頼講演で利用する講演スライドを集であり、直交周波数分割多重すなわち OFDM 方

式を用いた水中音響無線通信システムのドップラー耐性向上に関する研究成果を含んでいる。本資料では、以前提

案した 2 段階ドップラー補償アルゴリズムに対して、特に AUV などの水中船の急加速時に課題となっていた、１）

通信開始時の初期同期の改良および、２）受信コンスタレーションの乱れによるビットエラー率（BER）の改善を

ターゲットした信号処理方式の改良案を示し、その結果をコンピュータシミュレーションおよびプール実験での結

果を紹介している。 
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Abstract  This technical report includes invited lecture materials on Underwater Acoustic Wireless 

Communication system based on Orthogonal Frequency Division Multiplexing (OFDM) with enhanced Doppler frequency 

shift compensation. Based on the previous OFDM communication system with Two steps Doppler compensation Algorithm, 

two new technologies are proposed targeting both to improve initial synchronization and to decrease Bit Error Rate caused by 

rapid underwater vehicle movement. This report also discloses the computer simulation results and pool experiment results. 
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1. 内容あらまし  

水中移動体とたとえば母船間の動画伝送を目的と

した音響無線通信では、水中では音の伝搬速度が

1500m/sec 程度と電波等に比べて著しく低く、移動に

よりドップラー効果により信号変動の影響が大きい。

また、音響信号のパスバンド周波数も例えば 24kHz な

ど電波に比べて低く、送受信の移動では、周波数や位

相の補償だけでは困難で、時間領域の受信信号の伸び

縮み処理の組み合わせも必要である [1,2]。  

本技術研究報告では、文献 [2]の 2 段階ドップラー

補償アルゴリズムをベースに、初期同期およびチ

ャネル伝達関数推定の改善を行うことで、高加速

度状況でのシステム性能の向上を報告する [3]。  
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